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一

序

論

二

思
想
と
行
動
（
以
上
駒
沢
法
学
第
三
巻
第
一
号
）

三

幕
末
維
新
の
政
治
過
程

四

岩
倉
の
政
治
意
見
書

（
以
上
駒
沢
法
学
第
三
巻
第
二
号
）

五

雄
藩
の
台
頭

六

王
政
復
古
へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

（
以
上
駒
沢
法
学
第
三
巻
第
三
号
）

七

創
業
論

八

え
え
じ
ゃ
な
い
か

九

王
政
復
古
の
ク
ー
デ
タ

（
以
上
駒
沢
法
学
第
三
巻
第
四
号
）

一
〇

国
体
論

一
一

財
政
論

一
二

皇
室
財
政
論

一
三

地
方
制
度
論（

以
上
駒
沢
法
学
第
四
巻
第
一
号
）

一
四

憲
法
制
定
意
見

一
五

明
治
六
年
の
政
変

一
六

憲
法
制
定
前
史

（
以
上
駒
沢
法
学
第
四
巻
第
二
号
）

一
七

諸
参
議
の
憲
法
意
見
書

一
八

大
隈
意
見
書

一
九

岩
倉
の
調
整

三
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二
〇

官
有
物
払
い
下
げ
事
件

二
一

岩
倉
大
綱
領

二
二

憲
法
制
定

（
以
上
駒
沢
法
学
第
四
巻
第
三
号
）

二
三

府
県
会
中
止
論

二
四

伝
統
論

二
五

終

論

二
三

府
県
会
中
止
論

明
治
維
新
以
降
、
府
県
藩
三
治
の
制
、
藩
籍
奉
還
（
明
治
二
年
）、
廃
藩
置
県
（
明
治
四
年
）、
戸
長
・
副
戸
長
制
（
明
治
五
年
）、
三
新

法
（
明
治
一
一
年
）
な
ど
地
方
制
度
の
整
備
が
す
す
ん
で
い
っ
た
。
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
の
府
県
会
規
則
で
は
、
地
租
五
円
以
上

の
納
付
者
に
よ
っ
て
議
員
選
挙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
府
県
会
は
府
知
事
・
県
令
の
諮
問
的
機
関
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
民
権
論
者
た

ち
が
政
治
的
拠
点
に
す
え
た
ケ
ー
ス
が
お
お
か
っ
た
。
中
央
集
権
的
な
国
家
官
僚
権
力
と
自
由
民
権
と
の
対
立
が
激
化
し
て
い
く
。
そ

れ
だ
け
に
、
岩
倉
は
地
方
か
ら
の
民
権
運
動
の
高
ま
り
を
な
ん
と
し
て
も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ

で
、
岩
倉
は
『
府
県
会
中
止
意
見
書
』（
明
治
一
五
年
一
二
月
七
日
）
を
提
出
す
る
こ
と
と
と
な
っ
た
。
岩
倉
は
、
意
見
書
に
あ
っ
て
、
ま

ず
維
新
か
ら
の
政
治
の
あ
ゆ
み
を
回
顧
す
る
。

「
明
治
維
新
ノ
業
ハ
西
南
暴
動
鎮
定
ノ
日
ヲ
以
テ
其
局
ヲ
終
ル
カ
如
シ
ト
雖
モ
方
今
ニ
於
テ
政
体
ノ
根
軸
猶
未
タ
確
定
サ
セ
ル
ヲ
以

テ
創
業
守
成
二
ナ
カ
ラ
其
難
ヲ
兼
ネ
之
加
ル
ニ
外
国
対
峙
ノ
難
ヲ
以
テ
ス
是
実
ニ
精
細
ノ
注
意
ヲ
要
ス
ヘ
キ
ノ
時
機
ナ
リ

（
１
）

ト
ス
」

「
八
年
一
月
ニ
及
テ
二
三
ノ
参
議
大
坂
ニ
密
会
シ
同
三
月
板
垣
退
助
復
ヒ
参
議
ニ
任
ス
四
月
十
四
日
遂
ニ
漸
次
立
憲
政
体
設
立
ノ
詔

ア
リ
抑
此
事
タ
ル
ヤ
下
民
上
ヲ

ス
ル
ノ
路
ヲ

キ
大
権
下
ニ
移
ル
ノ
漸
ヲ
為
シ
実
ニ
大
祖
以
降
二
千
五
百
三
十
余
年
確
然
不
易
ノ
国
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体
ヲ
シ
テ
一
変
復
タ
回
ス
可
ラ
サ
シ
ム
ル
ノ
原
因
タ
ル
ノ
処
ア
リ
具
視
時
機
尚
早
キ
ヲ
察
シ
極
テ
其
不
可
ヲ
論
ス
ル
モ
用
ラ
レ
ス
以
為

ラ
ク
天
下
ノ
大
事
去
矣
ト
因
テ
辞
表
ヲ
太
政
大
臣
ニ
捧
ケ
疾
ヲ
引
テ
家

（
２
）

居
ス
」

「
十
年
ニ
至
テ
西
郷
暴
動
ノ
事
ア
リ
次
年
分
権
自
治
ノ
目
的
ヲ
以
テ
府
県
会
ノ
法
ヲ
定
ム
内
閣
中
二
三
ノ
人
其
甚
タ
不
可
ナ
ル
ヲ
論

ス
ル
ア
リ
具
視
亦
所
見
ヲ
同
フ
ス
以
為
ラ
ク
此
法
亦
大
権
下
移
ノ
路
ヲ

ク
者
ニ
シ
テ
施
政
甚
タ
其
順
序
ヲ
失
ヘ
リ
ト
因
テ
其
不
可
ヲ

陳
ス
レ
ト
モ
行
ハ
レ
ス
乃
チ
嘆
シ
テ
曰
ク
天
下
此
ヨ
リ
多
事
ナ
ラ
ン
ト
爾
来
内
閣
諸
感
及
具
視
等
カ
政
務
ニ
従
事
ス
ル
拮
据
経
営
敢
テ

怠
荒
ス
ル
コ
ト
ナ

（
３
）

シ
ト
」

「
明
治
十
四
年
夏
秋
ノ
際
ニ
至
テ
開
拓
使
ノ
事
ア
リ
此
事
ヤ
僅
ニ
行
政
事
務
ノ
一
小
処
分
ニ
過
キ
サ
ル
ト
雖
明
治
七
八
年
以
来
上
威

軟
弱
下
民
横
恣
ノ
弊
漸
ク
積
聚
ス
ル
ヲ
以
テ
此
機
ニ
投
シ
テ
其
懐
包
ヲ
逞
フ
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ア
リ
一
タ
ヒ
詭
激
ノ
論
説
ヲ
以
テ
人
心

ヲ
扇
動
ス
ル
ヤ
上
下
惑
乱
シ
官
民
鼎

（
４
）

沸
ス
」

岩
倉
は
、
明
治
六
年
か
ら
一
四
年
に
い
た
る
ま
で
、
地
方
を
舞
台
に
し
て
民
権
運
動
や
士
族
の
反
乱
が
あ
り
、
政
府
の
基
盤
が
揺
ら

ぎ
か
ね
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
。
現
在
に
あ
っ
て
、
軍
事
力
が
確
立
さ
れ
た
か
に
見
え
て
も
そ
の
実
は
不
安
定
極
ま
り
な
い
、
と
岩
倉

は
理
解
し
て
い
る
。

「
今
日
政
府
ノ
頼
テ
以
テ
威
権
ノ
重
ヲ
為
ス
ル
モ
ノ
ハ
海
陸
軍
ヲ
一
手
ニ
掌
握
シ
人
民
ヲ
シ
テ
寸
兵
尺
鉄
ヲ
有
セ
シ
メ
サ
ル
ニ
因
レ

リ
然
ト
モ
若
シ
今
日
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
人
心
ヲ
収
束
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
権
柄
益
下
ニ
移
リ
道
徳
倫
理
滔
々
ト
シ
テ
日
ニ
下
ラ
ハ
兵
卒
軍
士
ト

雖
焉
ソ
心
ヲ
離
シ
戈
ヲ
倒
マ
ニ
セ
サ
サ
ル
ヲ
保
セ
ン
ヤ
気
運
一
旦
ニ
シ
テ
此
ニ
至
ラ
ハ
夫
ノ
一
夫
夜
呼
テ
関
中
守
ヲ
失
フ
ノ
転
轍
ヲ
履

マ
サ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
豈
ニ
得
ヘ
ケ

（
５
）

ン
ヤ
」

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
に
あ
っ
て
府
県
会
を
開
設
し
よ
う
も
の
な
ら
ば
、
中
央
政
府
か
ら
人
心
が
離
反
し
て
反
政
府
思
想
が
蔓
延
し
て

164

三
九

岩
倉
具
視
の
政
治
思
想

㈧
・
完
（
大
塚
）



い
く
と
岩
倉
は
危
惧
す
る
。
急
務
で
あ
る
こ
と
は
、
主
上
か
ら
人
民
に
い
た
る
ま
で
主
義
を
一
つ
に
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

「
今
日
…
人
民
ヲ
シ
テ
犯
上
ノ
道
ヲ
啓
キ
政
府
ヲ
蔑
視
ス
ル
ノ
思
想
ヲ
生
セ
シ
シ
メ
タ
ル
ハ
職
ト
シ
テ
府
県
会
ヲ
開
ク
ノ
機
猶
早
ク

シ
テ
進
歩
ノ
順
序
ヲ
失
ヘ
ル
ニ
由
ラ
サ
ル
ハ
無
シ
故
ニ
今
日
ニ
シ
テ
政
府
ノ
威
権
ヲ
快
復
シ
民
心
ノ
頽
瀾
ヲ
挽
回
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
先
ツ

今
朝
両
年
ノ
景
況
ヲ
察
シ
機
宜
ニ
由
リ
断
乎
ト
シ
テ
一
タ
ヒ
府
県
会
ヲ
中
止
シ
上
ミ
陛
下
ヨ
リ
下
モ
百
官
僚
属
ニ
至
ル
マ
テ
主
義
ヲ
一

ニ
シ
テ
動
カ
ス
目
的
ヲ
同
フ
シ
テ
変
セ
ス
更
ニ
万
機
ヲ
一
新
ス
ル
ノ
精
神
ヲ
奮
励
シ
陛
下
ノ
愛
信
シ
テ
股
肱
ト
シ
且
ツ
以
テ
国
家
ノ
重

ヲ
為
ス
所
ノ
海
陸
軍
及
警
視
ノ
勢
威
ヲ
左
右
ニ
提
ケ
凛
然
ト
シ
テ
下
ニ
臨
ミ
民
心
ヲ
シ
テ
戦
栗
ス
ル
所
ア
ラ
シ
ム
ヘ
シ
凡
ソ
非
常
ノ
際

ハ
一
豪
傑
振
起
シ
所
謂
武
断
専
制
ヲ
以
テ
治
術
ヲ
施
ス
古
今
其
例
少
カ

（
６
）

ラ
ス
」

岩
倉
は
、
府
県
会
開
催
を
時
期
尚
早
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

「
府
県
会
ヲ
開
ク
ノ
機
猶
早
ク
シ
テ
開
進
ノ
順
序
ヲ
失
ヘ
リ
ト
故
ニ
今
朝
両
年
ノ
景
況
ニ
由
リ
断
乎
ト
シ
テ
之
ヲ
中
止
ス
ヘ
シ
但
夫

レ
此
事
タ
ル
ヤ
威
権
失
墜
ノ
弊
ヲ
済
フ
カ
為
ニ
シ
テ
決
シ
テ
圧
抑
暴
戻
ノ
政
ヲ
為
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
非
ス
蓋
シ
国
ノ
富
強
ハ
斯
民
ノ
殷

富
ニ
因
ル
民
ノ
富
ヲ
養
ハ
ン
ニ
ハ
亦
之
ニ
応
分
ノ
権
ヲ
与
ヘ
以
テ
自
ラ
務
ム
ル
所
ヲ
知
ラ
シ
メ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
其
要
蓋
シ
国
民
文
化
ノ

度
ヲ
察
シ
施
政
ノ
度
ヲ
誤
マ
ラ
サ
ル
ニ
在
ル
ノ
ミ
故
ニ
府
県
会
ヲ
中
止
ス
ル
ヤ
同
時
ニ
国
民
諮
問
会
ヲ
開
テ
民
政
綏
急
ノ
機
ヲ
中
和
シ

次
テ
寛
猛
相
済
ノ
政
ヲ
以
テ
国
運
ヲ
一
開
一

ノ
間
ニ
達
ス
ヘ
シ

（
７
）

ト
ス
」

「
既
ニ
兵
備
整
フ
テ
内
外
ノ
憂
慮
ナ
ク
又
一
方
ニ
ハ
窮
困
不
平
ノ
士
族
ヲ
馴
撫
シ
兼
テ
豪
農
巨
商
等
中
等
以
上
有
為
ノ
力
ア
ル
者
ヲ

収
攬
セ
ハ
天
下
ノ
民
頑
冥
不
霊
ノ
徒
ニ
非
ル
ヨ
リ
ハ
誰
カ
政
府
ノ
恩
威
ニ
服
従
ラ
サ
ル
者
ア
ラ
ン
ヤ
乃
チ
此
際
ヲ
機
ト
シ
テ
大
ニ
政
体

ノ
根
軸
ヲ
定
メ
ハ
守
成
ノ
業
亦
甚
タ
難
シ
ト
為
サ
ゝ
ル
ナ
リ
惟
夫
ノ
府
県
会
中
止
ノ
事
ハ
其
名
或
ハ
不
可
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
大
漏
ヲ

止
ム
ル
固
ヨ
リ
姑
息
ノ
小
補
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
実
ニ
万
巳
ム
ヲ
得
サ
ル
ノ
政
略
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
名
ノ
不
可
ナ
ル
ト
事
ノ
難
キ
ト
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ニ
於
テ
ハ
具
視
請
フ
自
ラ
誓
テ
之
ニ
当

（
８
）

ラ
ン
」

岩
倉
の
地
方
制
度
論
に
つ
い
て
は
、
先
に
検
討
し
た
。
つ
ま
り
、
中
央
か
ら
地
方
へ
観
察
使
を
派
遣
し
た
り
、
道
ご
と
に
提
督
府
を

設
置
す
る
と
い
う
よ
う
に
統
制
色
が
き
わ
め
て
強
い
考
え
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
一
五
年
段
階
に
あ
っ
て
も
な
お
、
府
県
会

や
民
権
運
動
を
押
さ
え
こ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
と
し
て
も
別
段
奇
異
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
岩
倉
の
考
え
は
一

貫
し
て
い
る
。
大
津
淳
一
郎
は
、「
若
し
夫
れ
当
時
岩
倉
の
建
議
に
し
て
行
は
れ
府
県
会
の
中
止
を
見
る
が
如
き
こ
と
あ
ら
し
め
ば
、
我

が
日
本
は
明
治
十
六
七
年
の
交
に
於
て
、
革
命
流
血
の
変
を
生
じ
た
ら
ん
も
、
未
だ
知
る
べ
か
ら
ざ
り
し
な
り
。
豈
独
り
福
島
事
件
、

群
馬
事
件
、
加
波
山
事
件
に
し
て
止
ま
ん
や
。
而
し
て
其
建
議
の
行
は
れ
ざ
り
し
は
、
実
に
我
が
国
の
幸
福
な
り
し
な
り
。
然
れ
ど
も
、

憲
政
建
設
の
後
に
、薩
長
の
武
断
派
が
憲
法
中
止
を
唱
へ
た
る
も
の
は
亦
実
に
岩
倉
派
の
系
統
に
属
す
る
政
治
家
た
る
に
想
び
到
れ
ば
、

吾
人
は
保
守
的
反
動
の
勢
に
寒
心
せ
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
能
は
ざ
る

（
９
）

な
り
」、
と
回
顧
し
て
い
る
。
岩
倉
は
お
そ
ら
く
は
、
憲
法
の
制

定
を
最
優
先
し
国
体
が
確
立
し
た
暁
に
、
地
方
制
度
の
整
備
を
考
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
岩
倉
の
中
央
集
権
主
義
者
た
る
一
面
が
う

か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
方
制
度
の
整
備
（
自
治
制
度
）
に
関
し
て
は
、
岩
倉
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。

１
）

岩
倉
「
府
県
会
中
止
意
見
書
」『
岩
倉
公
実
記
（
下
）』
九
四
五
頁
。

２
）

同
上
九
四
六
頁
。

３
）

同
上
九
四
七－

九
四
八
頁
。

４
）

同
上
九
四
八
頁
。

５
）

同
上
九
四
八－

九
四
九
頁
。

６
）

同
上
九
四
九
頁
。
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７
）

同
上
九
五
〇－

九
五
一
頁
。

８
）

同
上
九
五
一－

九
五
二
頁
。

９
）

大
津
淳
一
郎
『
大
日
本
憲
政
史
（
二
巻
）』
七
六
九
頁
。

二
四

伝

統

論

一
八
八
二－

八
三
年
の
最
晩
年
期
に
、
岩
倉
は
保
守
的
伝
統
的
な
主
張
を
繰
り
広
げ
た
。
た
と
え
ば
、
岩
倉
は
『
京
都
皇
宮
保
存
ニ

関
ス
ル
意
見
書
』（
明
治
一
六
年
一
月
）を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
岩
倉
は
い
く
つ
か
の
提
案
を
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
べ
き

点
を
な
が
め
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
京
都
の
維
持
保
存
で
あ
る
。「
神
武
帝
奠
都
以
後
帝
京
ノ
遺
模
ヲ
観
ル
ヘ
キ
ハ
独
リ
此
平
安
京
ア
ル
而
巳
之
カ
維
持
保
存
ノ

道
ヲ
講
ス
ル
ハ
今
日
ノ
急
務
ニ
シ
テ
且
前
皇
ニ
対
シ
孝
敬
ヲ
尽
サ
セ
ラ
レ
ゝ
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ

（
１
）

ト
ス
」
と
し
、
京
都
の
衰
退
に
は
心
痛
し

て
い
た
。
の
ち
に
、
京
都
御
所
周
辺
の
整
備
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、「
三
大
礼
執
行
ノ
事
」で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、「
即
位
、
大
嘗
会
、
立
后
ノ
三
礼
ハ
国
家
至
重
ノ
大
典
ナ
レ
ハ
平
安
京
ノ
宮
闕
ニ
於
テ
古
式
ノ
如
ク
執
行
セ
ラ
ル
ゝ
コ
ー
モ
ノ
ト

定
ム

（
２
）

ヘ
シ
」、
と
し
、
国
家
的
式
典
は
京
都
に
於
い
て
挙
行
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
第
三
に
、
桓
武
帝
神
霊
奉
祀
ノ
事

で
あ
る
。「
桓
武
帝
ハ
不
世
出
ノ
材
ヲ
以
テ
大
御
心
ヲ
政
治
ニ
励
マ
シ
…
平
安
京
ヲ
経
営
シ
永
ク
無

ノ
基
ヲ
建
テ
玉
ヒ
」て
い
る
。
し

か
し
、「
御
遺
骸
ヲ

ム
処
ハ
明
ニ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
…
依
テ
禁
苑
内
適
当
ノ
場
所
ニ
神
殿
ヲ
作
リ
其
大
御
霊
ヲ
奉
祀
シ
毎
年
大
祭

（
３
）

ヲ
行
」
う
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
桓
武
な
ら
び
に
孝
明
天
皇
を
合
祀
す
る
平
安
神
宮
の
造
営
と
な
る
。
第
四
は
、
伊
勢
神
宮
並
神
武

帝
遥
拝
所
ノ
事
で
あ
る
。「
神
楽
岡
旧
八
神
殿
…
自
今
伊
勢
神
宮
並
神
武
帝
遥
拝
所
と
為
シ
毎
年
神
嘗
祭
祀
元
節
神
武
天
皇
祭
ニ
ハ
…
遙
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拝
式
ヲ
行

（
４
）

ヒ
…
」、
と
し
た
。
伊
勢
神
宮
が
皇
居
三
殿
と
な
ら
び
、
国
家
神
道
に
あ
っ
て
聖
地
化
さ
れ
て
い
く
。
第
五
に
、
賀
茂
祭
旧
儀

再
興
ノ
事
で
あ
る
。「
自
今
旧
儀
再
興
一
年
両
度
之
ヲ
行
フ

（
５
）

ヘ
シ
」と
し
、
現
在
の
葵
祭
り
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
第
六
に
、
石
清
水
祭

旧
儀
再
興
ノ
事
で
あ
る
。「
賀
茂
祭
ト
同
様
ニ
…
旧
儀
再
興
一
年
両
度
之
ヲ
行
フ

（
６
）

ヘ
シ
」と
す
る
。
第
七
に
、
白
馬
節
会
再
興
ノ
事
で
あ

る
。「
自
今
此
節
会
ヲ
再
興
シ
平
安
京
ノ
宮
関
ニ
於
テ
旧
儀
ノ
如
ク
執
行
シ
昔
時
ノ
歌
垣
ノ
例
ニ
倣
ヒ
衆
庶
ノ
拝
観
ヲ
許
ス

（
７
）

ヘ
シ
」。
第

八
に
、
大
抜
ノ
事
で
あ
る
。「
毎
年
六
月
十
二
日
禁
内
旧
賢
所
ノ
前
ニ
於
テ
大
抜
式
ヲ

（
８
）

行
フ
」
と
し
、
第
九
に
、
三
大
節
（
新
年
紀
元
天

長
）
拝
賀
ノ
事
で
あ
る
。「
新
年
紀
元
天
長
ノ
三
大
節
ニ
紫
宸
殿
ニ
御
帳
台
ヲ
設
ケ
親
王
其
傍
ニ
侍
シ
在
西
京
ノ
諸
官
員
華
族
及
神
官
教

導
職
ノ
拝
賀
ヲ
受
ク
ル
ノ
式
ヲ
行
フ

（
９
）

ヘ
シ
」、
宮
殿
並
御
苑
ニ
関
ス
ル
事
、
な
ど
の
提
案
を
し
て
い
る
。
岩
倉
は
最
後
に
、「
前
条
々
ハ

平
安
京
保
存
ノ
一
点
ニ
止
ル
カ
如
シ
ト
雖
現
今
全
国
ノ
風
俗
民
情
日
ニ
益
浮
薄
軽
重
ニ
趨
リ
五
倫
ノ
道
将
ニ
地
ニ
墜
ン
ト
ス
然
ト
モ
政

体
一
変
ノ
後
其
日
尚
ホ
浅
ク
シ
テ
民
人
ノ
旧
憤
ニ
浸
染
シ
其
道
徳
心
ヲ
存
ス
ル
モ
ノ
尚
多
ク
世
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
今
ニ
シ
テ
前
皇
ノ
古
典

ヲ
復
シ
忠
孝
ノ
道
ヲ
申
ヘ
ハ
新
ニ
之
ヲ
耳
目
ニ
ス
ル
者
モ
自
ラ
感
悟
ス
ル
所
ア
リ
テ
其
風
俗
ヲ
維
持
シ
其
民
情
ヲ
敦
厚
ニ
ス
ル
ノ
一
助

ト
為
リ
随
テ
施
政
上
ノ
便
益
モ
亦
少
カ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
所
謂
王
者
ノ
道
ハ
礼
以
テ
之
ヲ
成
ス
モ
ノ
ナ
レ
ハ
断
然
施
行
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ

（
10
）

望
ム
」
と
述
べ
、
近
代
化
が
急
速
な
あ
ま
り
に
世
情
が
か
ら
ま
わ
り
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
日
本
の
伝
統
の
保
持
な

ら
び
に
復
興
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
提
言
の
内
で
、
実
現
に
及
ん
だ
も
の
が
多
い
。
皇
室
典
範
を
は
じ
め
と
す
る
皇
室
関
係
法
令
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。
皇
室
典

範
第
一
一
条
は
「
即
位
ノ
礼
及
大
嘗
祭
ハ
京
都
ニ
於
テ
之
ヲ
行
フ
」
と
規
定
し
た
。
皇
室
祭
祀
令
第
九
条
で
、
元
始
祭
、
紀
元
節
祭
を

規
定
し
た
し
、
同
令
第
二
一
条
で
天
長
節
祭
を
明
文
化
し
た
。
ま
た
、
宗
教
施
設
の
造
営
や
祭
り
の
開
催
な
ど
も
提
案
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
平
安
神
宮
（
祭
神：

桓
武
・
孝
明
天
皇
、
明
治
二
八
年
創
建
）
や
賀
茂
例
祭
五
月
一
五
日
（
現
在
の
葵
祭
）
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
岩
倉
の
主
張
は
、
矢
野
玄
道
の
『
献
芹

語
』（
慶
応
三
年
）
に
お
け
る
構
想
と
相
似
し
て
い
る
。
岩
倉
と
矢
野
と
の
共

通
点
は
、
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
晩
年
の
岩
倉
は
、
平
田＝

大
国
派
の
見
解
を
な
ん
と
か
し
て
諸
施
策
と
し
て

具
体
化
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
か
。
ち
な
み
に
、
矢
野
は
、「
一

本
宮
及
八
神
殿
御
造
立
、
及
ビ
祈
年
。
月
次
・
新
嘗
、

四
度
ノ
大
祭
等
御
興
復

（
11
）

ノ
儀
」、「
大
嘗
祭
ハ
、
実
ニ
無
比
御
大
礼
ニ
テ
、
速
ニ
御

復
可

（
12
）

有
候
」、「
皇
朝
ニ
モ
大
祖
大
宗
、
…
並
聖
上

ノ
降
誕
日
ヲ
バ
御
載
有
之
度
候
。
尤
、
聖
誕
日
ハ
、
光
仁
天
皇
御
代
ニ
ハ
、
万
寿
節
ト
御
立
被
遊
候
御
例
モ
有
之
候
故
、
上
代
ニ
正
月

朔
日
、
初
七
、
十
六
日
、
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
、
十
一
月
新
嘗
日
ハ
節
日
ト
シ
テ
、
物
ヲ
天
下
人
民
ニ
普
ク
賜
ヒ
シ
事

モ
御
坐
候
由
ニ
候
ヘ
バ
、
聖
誕
日
モ
節
日
ニ
擬
シ
テ
、
時
ト
シ
テ

飯
、
或
ハ
物
ヲ
賜
候
等
ノ
御
挙
御
坐
候
者
、
皇
沢
ヲ
御
布

被
遊

候
一
端
ニ
モ
相
成
可

（
13
）

申
哉
」
な
ど
を
提
案
し
て
い
た
。
ま
た
岩
倉
は
『
嵐
山
ノ
風
景
保
護
ヲ
経
画
ス
ル
事
』（
明
治
一
六
年
六
月
）
に
つ
い

て
も
提
案
し
て
い
た
。

岩
倉
が
伝
統
を
保
存
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
ろ
う
か
。
二
つ
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
た
い
。
第
一
に
、
社
会
的
理
由

で
あ
る
。
五
倫
が
廃
れ
民
心
が
荒
れ
果
て
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
危
惧
が
あ
る
。
第
二
に
、
出
身
階
級
上
の
理
由
で
あ
る
。
公
卿
の

伝
統
社
会
に
生
き
た
岩
倉
が
、
近
代
化
の
前
に
古
来
か
ら
の
伝
統
が
風
前
の
灯
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
憂
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当

初
よ
り
、
岩
倉
は
、
華
族
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
彼
の
意
識
に
は
、「
華
族
ハ
皇
国
ノ
貴
族
ヲ
以
テ
四
民
ノ
上
ニ
立

テ
皇
室
ノ
待
遇
重
ク
位
階
亦
尊
シ
是
ヲ
以
テ
其
本
分
ノ
義
務
ヲ
尽
シ
テ
以
テ
国
家
ニ
報
ス

（
14
）

ヘ
キ
」
と
の
考
え
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
伝

統
的
な
意
識
で
あ
る
と
と
も
に
、
欧
州
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
貴
族
た
ち
の
国
家
に
果
た
す
役
割
に
触
発
さ
れ
た
か
ら
で
あ

（
15
）

っ
た
。
第
三

に
、
皇
室
制
度
上
の
理
由
で
あ
る
。
王
政
復
古
し
た
以
上
、
天
皇
家
の
伝
統
（
古
墳
の
整
備
・
神
道
の
復
活
）
を
再
興
す
べ
き
だ
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
政
治
制
度
上
の
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
皇
室
財
産
に
も
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
五
箇
条
の
誓
文
か
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ら
…
漸
次
立
憲
政
体
樹
立
ノ
詔
勅
ま
で
の
過
程
は
、「
固
有
ノ
国
体
ニ
多
少
ノ
変
更
ヲ
来
タ
サ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
」で
あ
り
、
立
憲
政

治
は
や
む
を
え
ざ
る
変
革
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
に
対
抗
し
う
る「
帝
室
ノ
基
礎
」を
固
め
る
必
要
が
こ
と
さ
ら
に
強
調
さ

（
16
）

れ
た

の
で
あ
る
。
第
五
に
外
交
上
の
理
由
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
伝
統
の
創
出
は
、
日
本
の
立
憲
国
家
形
成
に
あ
た
っ
て
、
す
べ
て
の
欧
州
王

室
同
様
に
そ
の
国
独
自
の
文
化
的
『
伝
統
』
を
有
す
る
こ
と
が
、『
一
等
国
』
た
る
の
に
不
可
欠
と

（
17
）

い
う
」
点
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
敬
神
尊
皇
の
精
神
を
涵
養
し
皇
運
を
扶
翼
す
る
こ
と
を
、
岩
倉
は
強
く
念
じ
た
。
し
た
が
っ
て
、
岩
倉
の
伝
統
回

帰
と
も
い
え
る
提
言
は
、
単
な
る
保
守
的
な
面
だ
け
の
評
価
で
お
わ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

晩
年
期
の
岩
倉
は
、
帝
室
制
度
の
強
化
に
執
念
を
燃
や
し
た
。
神
武
創
業
、
王
政
復
古
に
よ
っ
て
幕
府
体
制
を
否
定
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
あ
ら
た
な
復
古
は
、
帝
室
制
度
の
強
化
で
あ
り
、
華
族
制
度
の
確
立
だ
と
し
て
、
岩
倉
は
取
り
組
ん
だ
。「
岩
倉
の
構
想
は
、
天

皇
制
の
強
化
・
再
編
で
あ
り
旧
貴
族
層（
公
家
・
大
名
）の
財
産
と
権
威
の
再
建
で
あ
り
、
皇
室
の
藩
塀
を
強
化
す
る
華
族
制
度
で
あ

（
18
）

っ
た
」

の
で
あ
る
。

岩
倉
に
と
っ
て
、「
国
家
と
は
天
皇
そ
の
も
の
だ

（
19
）

っ
た
」。
天
皇
を
政
治
（
憲
法
・
皇
室
典
範
）、
社
会
（
神
道
・
伝
統
）、
経
済
（
皇
室
財

産
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
、
皇
室
の
安
泰
に
つ
な
が
る
と
岩
倉
は
考
え
た
に
違
い
な
い
。「
岩
倉
の

保
守
化
は
ま
さ
し
く
幕
末
の
岩
倉
の
王
政
復
古
の
帰
着
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
岩
倉
の
保
守
化
は
た
ん
な
る
右
旋
回

の
後
退
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
論
の
貫
徹
を
守
る
た
め
の
積
極
的
な
主
張
で
あ
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
岩
倉
の
旧
来
の
自
論
が
時
代

の
前
進
と
衝
突
し
た
わ
け
で
、
そ
こ
に
岩
倉
政
治
の
限
界
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
岩
倉
は
、
明
治
日
本
独
自
の

天
皇
政
治
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
立
場
を
と
り
は
じ

（
20
）

め
た
」
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

明
治
二
年
か
ら
一
二
年
に
い
た
る
ま
で
、
岩
倉
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
い
さ
さ
か
も
ぶ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
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天
皇
親
政
、
天
皇
大
権
、
皇
室
自
律
を
中
心
と
し
た
国
体
の
建
設
こ
そ
が
、
岩
倉
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
岩
倉
の
考
え
方
の
根
底
に
は
、

国
学
思
想
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
は
、『
岩
倉
大
綱
領
』の
な
か
に
盛
り
込
ま
れ
、
や
が
て
は
大
日
本
帝

国
憲
法
に
お
い
て
結
実
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

岩
倉
の
国
家
基
本
構
想
は
明
治
初
年
以
来
か
わ
っ
て
お
ら
ず
（
た
と
え
ば
、『
政
体
建
定
・
君
徳
培
養
・
議
事
院
創
置
意
見
書
』『
国
体
昭
明

政
体
確
立
意
見
書
』な
ど
）、
そ
れ
と
大
き
く
相
反
す
る
見
解
は
す
べ
て
排
除
し
て
き
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
的
法
観
念（
江

藤
新
平
）、
イ
ギ
リ
ス
的
政
治
制
度
（
大
隈
重
信
）、
議
会
主
義
・
共
和
主
義
（
板
垣
退
助
）
な
ど
で
あ
る
。

『
岩
倉
大
綱
領
』
の
線
に
沿
っ
て
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
が
政
府
の
方
針
と
な
っ
た
あ
と
、
岩
倉
は
一
挙
に
保
守
化
し
た
と
評
価

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
岩
倉
の
基
本
姿
勢
の
ブ
レ
は
な
い
わ
け
で
、
彼
が
保
守
化
し
た
と
い
う
よ
り
も
時
代
状
況
が
近
代
化
の
方
向

へ
と
進
展
し
て
い
っ
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
映
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
保
守
化
も
維
新
か
ら
明
治
の
段
階
に
か
け
て
の
岩
倉
自
身
考

え
方
の
具
体
的
表
出
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

１
）

岩
倉
「
京
都
皇
宮
保
存
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」『
岩
倉
公
実
記
（
下
）』
九
九
二
頁
。

２
）

同
上
九
九
二－

九
九
三
頁
。

３
）

同
上
九
九
三
頁
。

４
）

同
上
九
九
三
頁
。

５
）

同
上
九
九
四
頁
。

６
）

九
九
四
頁
。

７
）

同
上
九
九
四－

九
九
五
頁

８
）

同
上
九
九
五
頁
。
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９
）

同
上
九
九
五
頁
。

10
）

同
上
九
九
七
頁
。

11
）

矢
野
「
献
芹

語
」『
日
本
思
想
体
系
五
一

国
学
運
動
の
思
想
』
五
五
五
頁
。

12
）

同
上
五
五
六
頁
。

13
）

同
上
五
六
七
頁
。

14
）

岩
倉
「
岩
公
意
見
書
」『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
（
二
）』
一
七
六
頁
。

15
）

徳
富
『
岩
倉
具
視
公
』
二
六
五
頁
。

16
）

長
谷
川
正
安
『
日
本
憲
法
学
の
系
譜
』
勁
草
書
房

一
九
九
三
年

七
一
頁
。

17
）

高
木
博
志
「
維
新
変
革
」
田
中
彰
編
『
近
代
日
本
の
軌
跡
（
一
）
明
治
維
新
』
一
九
七－

一
九
八
頁
。

18
）

飛
鳥
井
『
文
明
開
化
』
一
九
五－

一
九
六
頁
。

19
）

飛
鳥
井
『
明
治
大
帝
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫

一
九
九
四
年

二
〇
五
頁
。

20
）

大
久
保
『
岩
倉
具
視
』
二
一
七－
二
一
八
頁
。

二
五

終

論

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
七
月
二
〇
日
、
岩
倉
具
視
は
逝
去
し
た
。
享
年
五
九
才
で
あ
っ
た
。
闘
病
中
明
治
天
皇
は
直
接
病
床
を
見

舞
っ
て
い
る
。
ま
た
、
天
皇
は
思
召
し
に
よ
り
ベ
ル
ツ
（E

rv
in v

o
n B

a
lz,
1849

1913

）
を
派
遣
し
て
食
道
ガ
ン
の
疑
い
の
あ
る
岩
倉

を
診
察
さ
せ
て
も
い
る
。
岩
倉
の
最
後
に
関
し
て
は
、『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』
の
「
岩
倉
公
の
死
」
に
お
い
て
詳
し
い
。
食
道
ガ
ン
の
疑
い

の
あ
る
岩
倉
を
、
ベ
ル
ツ
は
岩
倉
に
対
し
て
、「
お
気
の
毒
で
す
が
、
ご
容
体
は
今
の
と
こ
ろ
絶
望
で
す
。
こ
う
申
し
上
げ
る
の
も
、
実

は
公
爵
、
あ
な
た
が
そ
れ
を
は
っ
き
り
望
ん
で
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
な
た
に
は
確
実
な
こ
と
を
知
り
た
い
わ
け
が
あ
る
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こ
と
を
存
じ
て
い
ま
す
し
、
あ
な
た
が
死
ぬ
こ
と
を
気
に
さ
れ
る
よ
う
な
方
で
は
な
い
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
話
し
た

と
こ
ろ
、
岩
倉
は「
あ
り
が
と
う
。
で
は
、
そ
の
つ
も
り
で
手
配
し
よ
う
。－

と
こ
ろ
で
、
今
一
つ
あ
な
た
に
お
願
い
が
あ
る
。
ご
存
じ

の
通
り
、
伊
藤
参
議
が
ベ
ル
リ
ン
に
い
ま
す
。
新
憲
法
を
も
っ
て
帰
朝
す
る
は
ず
だ
が
、
死
ぬ
前
に
是
非
と
も
遺
言
を
伊
藤
に
伝
え
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
、
で
き
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
伊
藤
を
召
還
し
、
次
の
汽
船
に
乗
り
こ
む
よ
う
指
令
を
出
そ
う
。
し
か
し
、

そ
の
帰
朝
ま
で
に
は
、
ま
だ
何
週
間
も
か
か
る
。
そ
れ
ま
で
、
わ
し
を
も
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
る
で
し
ょ
う
ね
？
」

「
こ
れ
は
、
決
し
て
自
分
一
身
の
事
が
ら
で
は
な
い

（
１
）

の
だ
」、
と
憲
法
制
定
に
か
け
る
熱
意
を
最
後
ま
で
も
ち
続
け
て
い
た
。
臨
終
を
見

取
っ
た
ベ
ル
ツ
は
、「
疑
い
も
な
く
維
新
日
本
の
最
も
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
岩
倉
公
は
死
ん
だ
。
鋭
く
て
線
の
強
い
そ
の
顔
立

ち
に
も
は
っ
き
り
現
わ
れ
た
い
た
通
り
、
公
の
全
身
は
た
だ
こ
れ
鉄
の
意
志
で
あ

（
２
）

っ
た
」、
と
そ
の
人
物
評
価
を
残
し
て
い
る
。

岩
倉
は
、
憲
法
の
成
り
行
き
だ
け
が
心
残
り
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
天
皇
中
心
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
樹
立
と
皇
室
の
安
泰
が
気
が
か

り
で
あ
っ
た
。
死
後
、
岩
倉
の
葬
儀
は
、
国
葬
（
第
一
号
）
で
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
生
前
岩
倉
は
南
品
川
・
海
晏
寺
の
楓
樹
を
愛
で
る

こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
亡
骸
は
そ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
。
海
晏
寺
の
墓
所
に
は
、
松
平
春
嶽
の
墓
も
あ
り
維
新
期
に
反
目
し
あ
っ
た
二
人

が
日
本
の
近
代
化
を
見
守
っ
て
い
る
の
は
何
か
し
ら
因
縁
め
い
て
い
る
。
ま
た
、
新
宿
区
玄
国
寺
に
は
旧
岩
倉
邸
（
霞
ヶ
関
）
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。
閑
話
休
題
。
岩
倉
に
は
太
政
大
臣
が
贈
官
宣
下
さ
れ
た
。
幕
末
維
新
に
か
け
て
国
家
の
枢
機
に
参
与
し
て
き
た
功
績
を
讃

え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
明
治
史
上
岩
倉
の
存
在
は
光
彩
を
放
っ
て
い
る
が
、
彼
の
活
躍
は
華
族
会
館
の
創
設
、
学
習
院
の
創
立
、

鉄
道
事
業
（
日
本
鉄
道
会
社
）、
銀
行
事
業
（
第
十
五
銀
行
）
等
の
分
野
に
あ
っ
て
も
み
ら
れ
た
。
岩
倉
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
の
そ
れ

ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
近
代
化
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

本
書
で
は
、
岩
倉
具
視
の
政
治
意
見
書
を
中
心
に
し
て
、
明
治
国
家
の
成
立
と
展
開
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
き
た
。
岩
倉
の
政
治
的
プ
レ
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ザ
ン
ス
は
大
き
く
、
時
代
の
分
岐
点
ご
と
に
示
し
た
彼
の
行
動
と
意
見
に
よ
り
す
す
む
べ
き
道
が
指
し
示
さ
れ
た
。
刮
目
す
べ
き
で
あ

る
。
本
書
で
の
検
討
の
結
果
、
導
か
れ
た
見
解
を
、
以
下
要
約
し
て
お
こ
う
。

⒜

中
世
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
け
る

皇
帝
教
皇
主
義

か
ら

教
皇
皇
帝
主
義

へ
の
モ
デ
ル
を
参
考
に
し

（
３
）

つ
つ
整
理
し
て
み

る
と
、
①

幕
府＞

朝
廷

→

②

幕
府＝

朝
廷

→

③

幕
府＜

朝
廷

と
い
う
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
。
①
は
江
戸
前
期
中
期
の

段
階
で
あ
る
。
②
は
公
武
合
体
論
の
段
階
で
あ
る
。
③
は
幕
末
の
段
階
で
あ
る
。
と
く
に
、
②
段
階
か
ら
③
段
階
へ
の
時
期
に
、
岩
倉

は
政
治
活
動
に
あ
た
っ
た
。
岩
倉
は
公
武
合
体
論
、
公
議
政
体
論
、
倒
幕
論
を
主
唱
し
て
い
っ
た
。

⒝

「
幕
府
は
あ
ら
ゆ
る
政
治
権
力
を
服
従
さ
せ
、
全
国
統
一
政
権
的
性
格
を
強
め
た
が
、
こ
の
前
提
の
下
で
戦
国
大
名
領
国
体
制
を

凍
結
さ
せ
た
の
が
幕
藩
体
制
で

（
４
）

あ
る
」
が
、
幕
府
が
実
力
を
喪
失
す
る
や
ふ
た
た
び
戦
国
状
態
に
立
ち
戻
る
こ
と
を
、
岩
倉
は
期
待
感

を
も
っ
て
な
が
め
て
い
た
。
こ
の
混
迷
の
時
期
こ
そ
、
朝
廷
の
政
権
回
復
の
好
機
だ
と
、
彼
は
理
解
し
た
。
岩
倉
は
、
積
極
的
な
政
策

を
打
ち
出
し
、
実
行
し
て
い
く
。
そ
れ
が
、
①
和
宮
降
嫁＝

公
武
合
体
政
策
（「
和
宮
御
降
嫁
ニ
関
ス
ル
上
申
書
」
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年

六
月
・「
済
時
策
」
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
三
月
）、
②
八
八
人
列
参
に
よ
る
通
商
条
約
准
可
の
撤
廃
（「
神
州
万
歳
（
堅
）
策
」
安
政
五
（
一

八
五
八
）
年
春
）、
③
倒
幕
の
密
勅
、
王
政
復
古
（「
王
政
復
古
議
」
慶
応
三
年
一
〇
月
）
で
あ
っ
た
。

⒞

岩
倉
は
、
明
治
維
新
後
、
天
皇
親
政
の
確
立
に
邁
進
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
（「
儀
制
調
査
局
開
設
建
議
」

明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
三
月
・「
国
本
培
養
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
三
月
・「
国
憲
審
査
局
ヲ
置
ク
ノ
議
」
明
治
一
三

（
一
八
八
〇
）
年
八
月
・「
憲
法
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
七
月
）、
な
ら
び
に
皇
室
制
度
・
皇
室
財
産
自
律
主
義
（「
皇

室
財
産
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」
明
治
一
五
年
二
月
・「
皇
典
整
備
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」
明
治
一
五
年
一
二
月
）
な
ど
の
具
体
的
な
政
策
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
た
。
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⒟

明
治
六
年
の
政
変
と
明
治
一
四
年
の
政
変
は
、
天
皇
制
国
家
の
構
築
と
い
う
点
で
連
関
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
天
皇
大
権＝

天

皇
制
国
家
と
相
容
れ
な
い
考
え
を
排
除
せ
ん
と
す
る
岩
倉
の
意
向
が
、
直
接
間
接
に
反
映
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
岩
倉
の
忌
避
し

た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
議
院
内
閣
制
度
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
流
の
国
民
主
権
・
人
権
論
で
あ
っ
た
。

⒠

岩
倉
は
天
皇
に
対
す
る
近
さ
を
最
大
限
利
用
し
、
天
皇
の
勅
語
、
沙
汰
書
を
武
器
に
政
治
問
題
を
解
決
し
て
い
く
方
針
を
と
っ

た
。
こ
れ
こ
そ
が
、
岩
倉
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
真
髄
で
あ
っ
た
。

⒡

岩
倉
は
明
治
三
年
の
「
建
国
策
」
以
来
、
明
治
一
四
年
の
「
大
綱
領
」
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
て
天
皇
支
配
を
柱
と
す
る
国

憲
案
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
（「
政
体
建
定
君
徳
培
養
議
事
院
創
置
遷
都
不
可
ノ
四
件
ヲ
朝
議
ニ
付
ス
ル
事
」
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
一

月
・「
国
体
昭
明
政
体
確
立
意
見
書
」
明
治
三
年
八
月
）。

⒢

岩
倉
は
終
生
、
廷
臣
意
識
や
国
学
思
想
を
も
ち
続
け
て
い
た
。
岩
倉
は
す
べ
て
が
天
皇
に
帰
一
す
べ
き
だ
と
い
う
中
央
集
権
主

義
者
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
岩
倉
の
発
想
の
背
後
に
は
王
土
王
民
論
な
ど
の
国
学
思
想
が
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

岩
倉
は
伝
統
主
義
的
な
傾
向
を
有
す
る
一
方
で
、
漸
進
主
義
者
と
し
て
の
側
面
も
み
せ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
岩
倉
具
視
は
国
学
と

立
憲
主
義
と
を
融
合
さ
せ
る
こ
こ
ろ
み
と
し
て
大
綱
領
を
ま
と
め
あ
げ
た
。

⒣

閉
ざ
さ
れ
た
社
会
の
な
か
で
醸
し
出
さ
れ
た
国
学
思
想
を
基
盤
に
す
え
た
岩
倉
は
、
や
が
て
西
欧
の
政
治
制
度
を
受
容
、
摂
取

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
岩
倉
は
決
し
て
近
代
化＝

西
欧
化
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
国
学
思
想
と
の

融
合
を
は
か
ろ
う
と
知
的
格
闘
し
た
。
岩
倉
は
保
守
的
な
政
治
家
だ
と
し
て
評
価
さ
れ
る
が
、
柔
軟
な
思
考
を
し
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

⒤

岩
倉
は
現
実
主
義
者
で
あ
り
、
状
況
判
断
と
打
開
策
、
さ
ら
に
は
目
的
実
現
の
た
め
に
強
引
に
こ
と
を
す
す
め
て
い
く
だ
け
の
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パ
ワ
ー
が
あ
っ
た
。
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
マ
キ
ャ
ベ
リ
理
解
の
よ
う
に
、
運
命
に
逆
ら
っ
て
ま
で
も
、
目
的
実
現
の
た
め
に
全
身
全
霊
を
か

た
む
け
て
い
く
チ
カ
ラ
強
さ
が
岩
倉
に
あ
っ
た
。

⒥

岩
倉
具
視
は
幕
末
期
、
日
米
修
交
条
約
批
准
反
対
の
列
参
を
実
行
し
た
、
公
武
合
体
政
策
を
推
進
し
、
倒
幕
運
動
を
先
導
し
た
。

明
治
期
に
は
、
天
皇
中
心
の
体
制
の
確
立
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
岩
倉
は
幕
末
維
新
期
の
演
出
家
、
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
存
分
に
は
た
し
た
（「
叢
裡
鳴
虫
」
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
六
月
・「
続
叢
裡
鳴
虫
」
慶
応
元
年
・「
全
国
合
同
策
」
慶
応
元
年
九

月
・「
堂
上
諸
卿
ヲ
戒
ム
ル
意
見
書
」
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
三
月
・「
全
国
合
同
策
密
奏
書
」
慶
応
二
年
五
月
・「
済
時
密
奏
書
」
慶
応
二
年
六

月
・「
天
下
一
新
策
密
奏
書
」
慶
応
二
年
八
月
・「
時
務
策
」
慶
応
二
年
九
月
・「
極
秘
語
」
慶
応
二
年
一
〇
月
・「
航
海
策
」
慶
応
二
年
一
一
月
）。

⒦

幕
末
維
新
に
か
け
て
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
変
化
を

幕
府
型
統
治
シ
ス
テ
ム>

→

公
武
合
体
型
統
治
シ
ス
テ
ム>

→

朝
廷＝

雄
藩
連
合
型
統
治
シ
ス
テ
ム>

→

藩
閥
有
司
型
統
治
シ
ス
テ
ム>

と
整
理
し
た
と
し
よ
う
。
幕
府
型
統
治
シ
ス
テ
ム
以
外
は
、
す
べ

て
と
き
ど
き
の
政
治
状
況
に
あ
わ
せ
て
岩
倉
が
構
想
し
、
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
岩
倉
の
政
権
構
想
は
現
実
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

⒧

明
治
政
府
は
天
皇
親
政
を
名
目
と
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
有
司
専
制
で
あ
っ
た
。
政
策
決
定
に
あ
た
り
政
府
部
内
で
対
立
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
天
皇
の
勅
裁
を
仰
ぐ
こ
と
に
は
限
界
が
付
き
ま
と
っ
た
。
そ
こ
で
、
岩
倉
具
視
は
天
皇
に
近
い
立
場
を
利
用
し
て
、

政
変
（
明
治
六
・
一
四
年
）
の
収
拾
に
あ
た
っ
た
。
も
し
、
岩
倉
が
な
か
り
せ
ば
、
政
府
は
瓦
解
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

⒨

岩
倉
は
財
政
の
確
立
の
た
め
に
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
（「
会
計
外
交
等
ノ
条
々
意
見
」
明
治
二
年
二
月
・「
禄
税
ニ
関
ス
ル
岩
公

覚
書
書
」
明
治
六
年
一
二
月
・「
財
政
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」
明
治
一
四
年
八
月
・「
租
税
増
徴
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」
明
治
一
五
年
一
一
月
）。

岩
倉
の
政
治
思
想
は
国
学
思
想
に
底
礎
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
親
政
の
確
立
を
実
現
す
べ
く
明
治
国
家
の
体
制
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い

た
。
松
本
三
之
助
は
、「
国
学
思
想
こ
そ
天
皇
制
的
国
体
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
重
要
な
る
一
源
流
で
あ
り
、
国
学
に
示
さ
れ
た
政
治
的
課
題
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と
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
の
論
理
こ
そ
、
明
治
以
降
に
お
け
る
国
体
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
課
題
と
論
理
と
の
主
要
な
一
原
型
と
考
え
ら

（
５
）

れ
る
」
と
叙
述
し
た
が
、
岩
倉
具
視
こ
そ
が
そ
の
ト
レ
ガ
ー
と
し
て
あ
っ
た
と
い
え
る
。
岩
倉
の
政
治
的
ス
タ
ン
ス
は
、
幕
末
か
ら
維

新
に
か
け
て
、
い
さ
さ
か
も
ぶ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

１
）

ド
ク
・
ベ
ル
ツ
編
（
菅
沼
竜
太
郎
訳
）『
ベ
ル
ツ
の
日
記
（
上
）』
岩
波
文
庫

一
九
九
七
年

一
二
三－

一
二
四
頁
。

２
）

同
上
一
二
五
頁
。

３
）

拙
著
『
現
代
国
家
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
二
九－

四
八
頁
。

４
）

丸
山
真
男
『
丸
山
真
男
講
義
録
（
六
冊
）』
一
三
九
頁
。

５
）

松
本
三
之
助
『
国
学
政
治
思
想
の
研
究
』
有
斐
閣
一
九
五
七
年

五
頁
。
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